2023年
　月　日提出
	非常勤教員調書



所属学部　○○学部

所属学科　△△学科

非常勤講師EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(フリ),戸籍)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ガナ),氏名)  EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(コウガク),工学)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(タロウ),太郎)　　　 印　　　　男

非常勤講師EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(フリ),学内)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ガナ),氏名) 
 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(コウガク),工学)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(イン),院)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(タロウ),太郎)
本　　籍　　地　□□県（外国籍の場合は国籍等
）
                                                                                       　 eq \o\ad(生年月日,　　　　　　　)　1965（昭和40）年2月10日生
（53才採用予定日現在
）
TEL　99-9999-9999　　携帯電話　99-9999-9999　　E-mail　×××××@××.ac.jp 
現住所（〒163 - 8677 ）東京都新宿区西新宿１－２４－２
学  歴

　1983年 3月31日 ●●●高等学校卒業
　1983年 4月 1日 ▲▲▲大学××学部△△△学科入学
　1987年 3月31日 ▲▲▲大学××学部△△△学科卒業
　1987年 4月 1日 ▲▲▲大学大学院○○○研究科□□□□専攻修士課程入学
　1989年 3月31日 ▲▲▲大学大学院○○○研究科□□□□専攻修士課程修了
　1989年 4月 1日 ▲▲▲大学大学院○○○研究科□□□□専攻博士後期課程入学
　1992年 3月31日 ▲▲▲大学大学院○○○研究科□□□□専攻博士後期課程修了
学位（学士・修士・博士）、称号
 
                 （学士） 
 　取得大学・年月日 　　　▲▲▲大学　　1987年 3月25日　称号 ○○学士
                 （修士） 
 　取得大学・年月日 　　　▲▲▲大学　　1989年 3月25日　学位 ○○学修士
　　（主論文題目） 「△△△△△△～に関する研究」
                 （博士） 
   取得大学・年月日 　　　▲▲▲大学　　1992年 3月25日　学位 博士(○○学)
　　　　　学位記番号：○○第○○○○号　　　　課程博士
 　（主論文題目）　「○○○○○○～に関する研究」
主たる専門分野：○○○○、○○○○
職　歴（教歴の場合は担当科目を記入
） 
　1992年 4月 1日　株式会社□□△△　就任
　2011年 4月 1日　株式会社□□△△　○○○○部長 (2016年3月31日迄)
　2016年 4月 1日　株式会社□□△△　××××センター　センター長（2017年3月31日迄）
　2017年 4月 1日　△△△大学××学部◇ ◇ 学科教授(｢××××概論｣他を担当）現在に至る
　2017年 4月 1日　□□□大学○○学部△△学科非常勤講師(｢○○○○概論｣を担当）現在に至る
推薦学部長および学科長
            学部長               学科長              学科長
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
推薦理由

面接担当責任教員　　　　　　
 eq \o\ad(担当科目,　　　　　　　)　○○○○概論
 eq \o\ad(採用年月日,　　　　　　　)　2023年 4月 1日
業　　績　　書

	〔著書〕
1. 工学太郎,空気調和ハンドブック（改訂第３版）,丸善, 2017年2月28日 
2. 工学太郎､八王子二郎､新宿三郎,流体力学(1)(標準機械工学講座),コロナ社,2014年3月25日
3. 工学太郎,冷凍機とヒートポンプ(空気調和･衛生工学便覧),丸善,2000年5月25日，分担執筆
（第４編第１章）
4. T.Kogaku,Extended Surface Heat Transfer.,  McGraw-Hill,New York,1995
〔学術論文〕

1. 工学太郎,垂直平行平板間の混合流層流熱伝達,日本建築学会論文報告集56巻5号（またはVol.56 №5）,pp.56～62  2016年6月

2. 工学太郎､八王子二郎,対流形放熱器の放熱特性に関する研究 第２報:低レイノルズ数領域
におけるフィンチューブの伝熱特性,日本機械学会論文集Ｂ編48巻5号
(またはVol.48 №5)pp.18～23  1999年5月

3. T.Kogaku, J.Hachioji and S.Shinjuku.,Buoyancy Effects in Forced Laminar Convection Flow over a Hor-izontal Flat Plate., Transactions of the ASME.C. J.Heat Trans-fer,Vol.45 №3  pp.18～24, May 1996  
他21件
〔建築作品等〕

（作品名）　　  （竣工年月）　　（発表誌等）

1．東京都美術館　　1998年5月　　　 新建築　　1998年6月（またはVol.34 No.5）
（設計者名）

工学太郎、八王子二郎、新宿三郎
2．土　屋　邸　　　1996年10月　　  住宅建築　1997年6月
新建築　  1997年1月
〔社会における活動等〕

1995年4月1日～現在　　　　　　日本建築学会環境工学委員会　委員長

1993年4月1日～1995年3月31日　 空気調和・衛生工学会学術担当常務理事

1990年5月15日～1994年8月31日　日本機械学会「機械工学便覧」編集委員会委員第３編主査



	
就　任　承　諾　書

                                            　　　　　　　　　 　2023年  月  日

                  　
       工学院大学 学長 殿
                                             氏　名　    工学　太郎　　 印
 　     私は、工学院大学    ○○    学部  　△△    学科
     　 ○○○○概論　担当の非常勤教員として　2023年 4月 1日
から就任することを承諾します。


	
教 員 勤 務 調 書
　　　　　
2023年  月  日　
                                     　　　　　　　  氏  　名  　 工学　太郎     印
※本年度における教員職務の状況について記入すること。
　教員の職務がない場合は、空欄のまま日付および氏名(捺印)を記入して提出すること。
※毎週担当授業時間(分)は一週間のうち該当科目の講義時間を記入すること。
※中学校、高等学校等の場合も記入すること。

※以下については、備考欄に記入すること。
　授業学期：前期、後期、通年、クォーター等

　分担の場合：例：「半期１５回のうち３回担当した場合 → 分担３／１５回」
「クォーター７回のうち３回担当した場合 → 分担３／７回」

	勤  務　先
	職 名
	授業科目・
講座の名称
	科目・講座の
開講学部・学科名
	毎週担当
授業時間(分)
	備考

	△△△大学
	教授
	×××概論
	◇◇学科
	90
	ｸｫｰﾀｰ　
分担3/7回

	△△△大学
	教授
	●●●演習
	○○学科


	90
	前期


	△△△大学
	教授
	◇◇◇実験
	○○学科


	180
	後期　
分担4/15


	△△△大学
	教授
	××××特論
	大学院
◎◎学専攻
	90
	後期

	◆◆◆大学
	非常勤講師
	▽▽▽▽解析
	◇◇学科
	90
	後期

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


年　月　日提出

	非常勤教員調書



所属学部　

所属学科
　
非常勤講師EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(フリ),戸籍)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ガナ),氏名)  　　　　　　　 印　　　　男・女

非常勤講師EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(フリ),学内)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ガナ),氏名) 

本　　籍　　地　（都道府県）（外国籍の場合は国籍等
）
                                                                                       　
 eq \o\ad(生年月日,　　　　　　　)　 　　（ 　　　）年　　月　　日生
(　才採用予定日現在
）
TEL　               　　携帯電話　             　　E-mail　 
現住所（〒　 - 　 ）
学  歴

　　　年　月　日
　　　年　月　日 
　　　年　月　日 
　　　年　月　日
　　　年　月　日 
　　　年　月　日 
　　　年　月　日
学位（学士・修士・博士）、称号
 
                 （学士） 
 　取得大学・年月日 　　　　　　大学　　　　年　　月　　日　学位または称号
                 （修士） 
 　取得大学・年月日 　　　　　　大学　　　　年　　月　　日　学位
　　（主論文題目） 「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
                 （博士） 
   取得大学・年月日 　　　　　　大学　　　　年　　月　　日　学位
　　　　　学位記番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課程博士・論文博士

 　（主論文題目）　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
主たる専門分野：
職　歴（教歴の場合は担当科目を記入
） 
　　　年　月　日　
　　　年　月　日　
　　　年　月　日　
　　　年　月　日　
推薦学部長および学科長
            学部長               学科長              学科長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
推薦理由
面接担当責任教員　　　　　　
 eq \o\ad(担当科目,　　　　　　　)　 

 eq \o\ad(採用年月日,　　　　　　　)　　　年　月　日

業　　績　　書

	


	就　任　承　諾　書

                                            　　　　　　　　　 　年 　 月 　 日

                  　
       工学院大学 学長 殿
                                             氏　名　    　　　　　　　 　印
 　     私は、工学院大学    　　    　　　　学部　　　　　　  　　　    学科
     　 　　　　　　　　　　　　　担当の非常勤教員として　　　年　　月　　日

から就任することを承諾します。


	教 員 勤 務 調 書
　　　　　
年  月  日　
                                     　　　　　　　  氏  　名  　 　　　　　     印
※本年度における教員職務の状況について記入すること。
　教員の職務がない場合は、空欄のまま日付および氏名(捺印)を記入して提出すること。
※毎週担当授業時間(分)は一週間のうち該当科目の講義時間を記入すること。
※中学校、高等学校等の場合も記入すること。
※セミナーや卒業研究等、授業科目外の担当についても記載すること。
※以下については、備考欄に記入すること。
　授業学期：前期、後期、通年、クォーター等

　分担の場合：例：「半期１５回のうち３回担当した場合 → 分担３／１５回」
「クォーター７回のうち３回担当した場合 → 分担３／７回」

	勤  務　先
	職 名
	授業科目・
講座の名称
	科目・講座の
開講学部・学科名
	毎週担当
授業時間(分)
	備考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


《記入例》











写真


３０ｍｍ４０ｍｍ





《記入例》





《記入例》





《記入例》











写真


３０ｍｍ４０ｍｍ








��提出日の日付を西暦で記入してください。


��所属学部を記入してください。


�所属学科を記入してください。


学部直属とする場合は削除してください。


�氏名（フリガナ）の後ろに押印をしてください。男・女は、不要な方を削除してください。


�学内で使用する氏名を記入してください。


戸籍氏名と同じ場合は記入不要のため削除してください。


�本籍地に｢□□県｣と入れたら「（都道府県）」は削除。外国籍の場合は国籍等を記入してください。


�生年月日は西暦（元号）としてください。　〔例〕西暦○○○○（昭和○○）年


�年齢は採用予定日現在を記入してください


�高等学校卒業およびそれ以後をすべて記入してください。


入学・卒業（修了）年月日については、学位取得日ではなく、在籍日を記入してください。


大学は、○○学部○○学科まで省略しないで記入してください。


大学院は、○○研究科○○専攻（○○専修）修士または博士課程まで記入してください。


また、大学院博士課程は、「満期退学」、「修了」、「中退」、「在学中」の別を明記してください。


�「学位または称号」の不要部分を削除してください。


1991（平成３）年７月学位規則改正後の取得者は、表記がそれ以前と異なるので注意してください。


〔例〕


＜1991（平成3）年6月以前＞           


工学博士、工学修士、称号　工学士              　　　　


＜1991（平成3）年7月以降＞


博士（工学）、修士（工学）、学位　学士（工学）


�就任、退任(退職)を記入してください。


教歴については、担当科目を記入してください。（「工学」、「○○力学」を担当）　


ただし、科目数が多いときには、（「工学」他）のように省略してください。


�推薦理由には、カリキュラム上の必要性を必ず記入してください。


��著書、学術論文、設計作品、社会における活動等は、年次の新しい順に整理して記入してください。


著書名、作品設計者が多数の場合は、本人氏名に下線を引いてください。


�非常勤講師本人の氏名、非常勤講師本人の押印、学部、学科、担当科目、採用年月日（西暦）を記入してください。





�提出日の日付を西暦で記入してください。


��提出日の日付を西暦で記入してください。


��所属学部を記入してください。


�所属学科を記入してください。


建築学部のみ記入不要


��氏名（フリガナ）の後ろに押印をしてください。男・女は、不要な方を削除してください。


�学内で使用する氏名を記入してください。


戸籍氏名と同じ場合は記入不要。


�本籍地に｢□□県｣と入れたら「（都道府県）」は削除。外国籍の場合は国籍等を記入してください。


�生年月日は西暦（元号）としてください。　〔例〕西暦○○○○（昭和○○）年


�年齢は採用予定日現在を記入してください


�高等学校卒業およびそれ以後をすべて記入してください。


入学・卒業（修了）年月日については、学位取得日ではなく、在籍日を記入してください。


大学は、○○学部○○学科まで省略しないで記入してください。


大学院は、○○研究科○○専攻（○○専修）修士または博士課程まで記入してください。


また、大学院博士課程は、「満期退学」、「修了」、「中退」、「在学中」の別を明記してください。


�「学位または称号」の不要部分を削除してください。


1991（平成３）年７月学位規則改正後の取得者は、表記がそれ以前と異なるので注意してください。


〔例〕


＜1991（平成3）年6月以前＞           


工学博士、工学修士、称号　工学士              　　　　


＜1991（平成3）年7月以降＞


博士（工学）、修士（工学）、学位　学士（工学）


�「課程博士」か「論文博士」の別を記入してください。また、学位記番号を付記してください。


��就任、退任(退職)を記入してください。


教歴については、担当科目を記入してください。（「工学」、「○○力学」を担当）　


ただし、科目数が多いときには、（「工学」他）のように省略してください。


�業績書�記載方法は記入例をご覧ください。


著書、学術論文、設計作品、社会における活動等は、年次の新しい順に整理して記入してください。


著書名、作品設計者が多数の場合は、本人氏名に下線を引いてください。


�非常勤講師本人の氏名、非常勤講師本人の押印、学部、学科、担当科目、採用年月日（西暦）を記入してください。


�提出日の日付（西暦）を記入してください。





【提出先：総務・人事部人事課】
（20250401版）


